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お
寺
で
結
婚
式 

 

お
寺
で
葬
儀
、
ご
法
事
は
当
た
り
前
の
法
要
で
す
が
、
お

寺
で
の
結
婚
式
は
珍
し
い
光
景
で
す
。
実
は
こ
こ
一
カ
月
に

仏
前
結
婚
式
を
二
回
行
い
ま
し
た
。 

最
初
は
ご
詠
歌
を
さ
れ
て
い
る
女
性
が
め
で
た
く
結
婚

を
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
お
寺
で
の
結
婚
式
を
依
頼
さ
れ
ま
し

た
。
僧
侶
が
仏
前
の
結
婚
式
を
挙
行
す
る
の
は
習
わ
し
で
す

が
、
一
般
の
方
が
望
む
の
は
珍
し
い
こ
と
で
す
。
今
日
、
コ

ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
親
族
と
内
々
の
方
が
集
ま
り
、

お
寺
の
本
堂
で
執
り
行
い
ま
し
た
。 

式
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
本
堂
に
新
郎
新
婦
が
入
場
し
、
式
師

（
導
師
僧
侶
）
が
入
場
し
ま
す
。
仏
様
に
礼
拝
し
、
般
若
心

経
を
全
員
で
読
誦
し
ま
す
。
次
に
敬
白
文
（
結
婚
を
仏
様
に

報
告
す
る
文
章
）
を
導
師
が
読
み
、
洒
水
灌
頂
（
浄
め
の
式
）

数
珠
と
指
輪
の
交
換
を
し
ま
す
。
そ
の
後
、
三
々
九
度
で
盃

事
を
行
い
、
新
郎
新
婦
に
よ
る
誓
約
文
を
読
み
上
げ
ご
両
人

の
捺
印
を
し
ま
す
。
最
後
に
式
師
が
お
祝
い
の
言
葉
を
お
話

し
、
め
で
た
く
式
を
終
え
ま
し
た
。
約
三
十
分
ほ
ど
で
す
が
、

厳
粛
な
中
に
素
晴
ら
し
い
空
間
が
生
ま
れ
ま
し
た
。 

祝
膳
に
は
、
静
岡
で
精
進
料
理
を
提
供
さ
れ
て
い
る
臨
済

宗
の
お
坊
さ
ん
の
美
味
し
い
お
料
理
を
堪
能
し
ま
し
た
。 

 

二
回
目
は
、
三
男
の
友
人
に
仏
式
で
結
婚
式
を
や
り
た
い

と
希
望
さ
れ
、
同
じ
よ
う
に
寿
ぎ
ま
し
た
。 

国
内
に
結
婚
式
場
を
三
十
か
所
経
営
し
て
い
る
方
が
来

訪
さ
れ
、「
お
寺
で
結
婚
式
を
や
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
」

と
相
談
さ
れ
ま
し
た
。
「
今
は
円
安
で
海
外
か
ら
お
客
様
が

沢
山
お
い
で
に
な
り
ま
す
。
日
本
が
円
高
の
時
、
海
外
で
結

婚
式
を
や
る
こ
と
を
最
初
に
提
案
し
、
や
っ
て
き
た
の
は
私

で
す
。
今
は
そ
の
逆
を
考
え
て
い
ま
す
。
日
本
の
文
化
的
建

物
、
お
寺
や
神
社
で
結
婚
式
を
行
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

静
岡
県
の
中
部
西
部
の
お
寺
は
す
で
に
決
ま
っ
て
い
る
の

で
、
東
部
は
こ
の
門
池
で
お
願
い
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
」

と
の
お
話
で
し
た
。
震
災
や
災
害
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
理

由
な
の
か
、
結
婚
を
望
む
人
は
実
は
以
前
よ
り
多
く
い
て
、

式
は
挙
げ
る
が
食
事
は
少
人
数
で
し
て
お
祝
い
を
す
る
な

ど
、
そ
の
方
法
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。 

以
前
、
新
郎
新
婦
さ
ん
の
撮
影
場
所
と
し
て
、
二
度
ほ
ど

門
池
で
お
寺
を
バ
ッ
ク
に
撮
影
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
最
近
の
門
池
は
記
念
撮
影
も
で
き
る
風
光
明
媚

な
素
晴
ら
し
い
場
所
に
な
っ
た
と
実
感
し
ま
す
。 

「
経
済
は
、
文
化
の
僕
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
我
々
人
間
生
活
か
ら
文
化
が
生
ま
れ
経
済
が
成
り
立
つ

と
い
う
意
味
で
、
お
金
よ
り
文
化
が
大
事
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。 

こ
れ
か
ら
も
、
日
本
の
文
化
の
中
に
、
時
代
に
合
っ
た
仏

教
を
生
か
す
布
教
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

三
明
寺
住
職 

大
嶽
正
泰 

合
掌 

           

 

         
 
 
 
 
 

 

  

 [文書の重要

な部分を引用

して読者の注

意を引いた

り、このスペ

ースを使って

注目ポイント

を強調したり

しましょう。

年末年始号 

 

結婚式とは 神仏や参列者も前で、お二人が結婚を誓う儀式です。 
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【
檀
信
徒
行
事
】 

十
二
月 

 

○
渡
辺
家
・
山
越
家
ご
法
事 

 

3
日 

○
浅
井
家
・
見
原
家
家
ご
法
事 

4
日 

○
道
了
講  

 
 

6
日 

○
髙
橋
家
・
勝
又
家
ご
法
事 

 

10
日 

○
東
家
・
中
野
家
ご
法
事 

 

11
日 

○
地
蔵
講  

 
 

14
日 

○
小
早
川
家 

 
 

17
日 

○
餅
つ
き  

 
 

18
日 

○
影
島
家
ご
法
事 

 
 

21
日 

○
間
部
家
ご
法
事 

 
 

24
日 

○
大
晦
日
・
除
夜
の
鐘 

31
日
23
時
30
分 

一
月 

 

○
元
旦
初
祈
祷 

 
 
 
 

1
日
0
時 

○
年
頭
挨
拶
回
り 

 
 
 
 

1
～
3
日 

○
道
了
講
・
は
し
ご
の
り 

 

6
日 

○
中
村
家
ご
法
事 

 
 

14
日 

○
藤
田
家
・
後
藤
家
ご
法
事 

 

15
日 

○
地
蔵
講  

 
 

17
日 

○
山
門
大
般
若
祈
祷
会 

 

29
日 

              

  

二
月 

○
近
藤
家
ご
法
事 

 
 

4
日 

○
道
了
講  

 
 

7
日 

○
日
吉
家
・
大
畑
家
ご
法
事 

 

11
日 

○
地
蔵
講  

 
 

21
日 

○
じ
ぞ
う
寄
席
（
131
回
） 

 

23
日 

 

【
三
明
寺
や
す
ら
ぎ
大
学
】 

○
土
曜
写
経
会 

 
 

6
時 

○
日
曜
坐
禅
と
法
話
の
会 

 

6
時 

○
月
例
坐
禅
会 

第
一
月
曜
日 

19
時
30
分 

○
月
例
写
経
会 

第
三
月
曜
日 

9
時
30
分 

○
御
詠
歌(

寺
族) 

第
一
・
三
火
曜
日 

10
時
30
分 

○
や
す
ら
ぎ
大
学
（
法
話
の
会
） 

休
講 

 

【
お
知
ら
せ
】 

□
住
職
ラ
ジ
オ
法
話 

Ｓ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ 

 

第
四
土
曜
日
12
時
22
分 

コ
ー
ス
ト
Ｆ
Ｍ 

76.7 

月
曜
～
金
曜
7
時
30
分 

  

  
 
 

  
 

        

 

 

         

【
編
集
後
記
】 

 
 

結
婚
式
の
三
段
の
盃
に
は
、
小
盃
：
過
去
を
意
味
し
ご

先
祖
様
に
感
謝
を
表
す
。
中
盃
：
現
在
を
意
味
し
夫
婦
の

誓
を
示
す
。
大
盃
：
両
家
の
安
泰
と
子
孫
繁
栄
を
願
う
。

又
、
天
・
地
・
人
を
表
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
写
真
映
え

す
る
場
所
や
衣
装
も
気
に
な
る
で
し
ょ
う
が
、
神
仏
様
や

身
内
の
皆
様
に
結
婚
を
報
告
し
誓
い
合
う
式
。
そ
ん
な
場

所
と
し
て
も
お
寺
は
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

お
寺
に
も
サ
ン
タ
さ
ん
来
て
く
れ
る
か
な
？
欲
し
い

物
を
お
手
紙
で
書
い
て
み
よ
う
か
。
な
ん
て
言
っ
て
い
た

息
子
達
も
皆
成
人
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
の
寺
の
祝
事
は
い

つ
に
な
る
こ
と
や
ら
。 

     

令
和
四
年
十
二
月
一
日 

第
八
十
五
号 

発

行 

曹 

洞 

宗 

大 

嶽 

山  

三 

明 

寺 

編

集        

大

嶽

正

泰 

住

所 

沼
津
市
大
岡
字
三
明
寺
四
○
五
一

電

話 

０
５
５
・
９
２
９
・
２
３
２
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
５
５
・
９
２
９
・
２
３
２
４ 

Ｕ
Ｒ
Ｌ http://www.sanmyouji.com

 

メ
ー
ル info@sanmyouji.com 

年
末
の
鎮
火
祭･

年
頭
挨
拶･

新
春
祈
祷
法
要
に
つ
い
て 

 

コ
ロ
ナ
禍
、
飲
食
の
年
越
し
そ
ば
・
豆
ま
き
・
千
人
鍋
・

御
輿
・
焼
き
そ
ば｡

ポ
ン
菓
子
は
行
い
ま
せ
ん
。
年
頭
挨

拶
・
祈
祷
法
要
は
例
年
通
り
お
勤
め
し
ま
す
。
疫
病
退

散･

家
内
安
全
等
御
祈
願
致
し
ま
す
。 

参
拝
に
は
各
自
の
対
応
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 
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台風 15 号被災をされた地域にライオンズ 

クラブの皆さんと 飲料水を届けました 

印章供養祭 10/1 

御印章の供養と印章店の皆様の商売繁盛の祈願をしました 

た 

 

第 130回じぞう寄席 11/23  三遊亭吉馬さん(左) 春風亭喜いちさん(右) 二つ目の二人会 

寄席世話人さんと 

秋彼岸供養 9/23 

ご先祖様、ペットの供養 

 

寺族会研修旅行 袋井可睡斎にて 

落語会の後に、世話人や参加者が提供してくれた 

景品のお楽しみ抽選会があり もり上がりました 
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仏前結婚式  小林家 11/6・岩﨑家 11/19 

敬白文 
お二人のご結婚を本尊様に 

報告し ご加護をお願いします 
 

ご詠歌でお迎え 
 

どうぞお幸せに  
 

酒水灌頂(しゃすいかんちょう) 
清らかなみ仏の水を 新郎新婦の 

頭(こうべ)に注ぎ お浄めします 
 

指輪の交換 
 

誓約文にサイン 
 

誓約文は写経会に参加している 
ご友人の直筆です 

 
 

三々九度の盃で 
夫婦の契りを交します 

 

指輪交換 
 


